
 

直流電源装置：スルーレートを向上させるアイデア 

 

直流電源における「スルーレート」とは、出力電圧や出力電流が変化するレートのことです。アプリケー

ションや試験内容によって、このスルーレートの特性が重要な場合があり、特に自動テストにおいては設

定した電圧や電流への到達スピードがテスト時間に影響するため、重要な場合が多いです。 

 

本題に入る前に、まず言葉の定義についておさらいをします。スルーレートと関連してよく出てくる言葉

の定義は以下の通りです。 

 

立ち上がり時間（rise time） 

特に記載がない場合、電圧値または電流値が最大値（また

は設定値）の 10％から 90％まで変化する時間のこと。 

 

立ち下がり時間（fall time） 

特に記載がない場合、電圧値または電流値が最大値（また

は設定値）の 90％から 10％まで変化する時間のこと。 

 

スルーレート（slew rate） 

電圧または電流の変化率。プログラマブル電源において

は V/ms の単位でき記載されることが多い。 

 

 

プログラマブル直流電源において、電圧スルーレートは接続されているテスト対象デバイス（以下 DUT）

にはほとんど依存せず、どちらかというと出力フィルタのキャパシタに依存します。リップルとノイズを

低く抑えるため、一般的にプログラマブル直流電源の出力フィルタにはエネルギーを蓄積する大容量の

キャパシタを使用します。直流電源の電圧スルーレートを決定づけるのは、主にこのキャパシタへの充電

および放電の時間です。 

 

一般的にプログラマブル直流電源の立ち上がり時間は数十 ms 程度ですので、ほとんどのアプリケーショ

ンにおいては十分高速で、問題になることはほとんどありません。しかしながら、立ち下がり時間につい

ては問題になることがあります。立ち下がり時間は出力フィルタの回路特性だけでなく、DUT にも依存

するからです。DUT が直流電源の定格電流に対して比較的少ない電流しか引き込まない場合、出力キャ

パシタに蓄積されたエネルギーが DUT へ”リーク”し、電圧が下がるまでに数秒かかることもあります。 

 

その一方、DUT が直流電源の定格の概ね 60％以上を消費しているような場合、出力キャパシタに蓄積さ

れたエネルギーはほぼ瞬時に消費されるため、立ち下がり時間は非常に速くなります。それでも、立ち下

がり時間は立ち上がり時間の 2～3 倍程度になるのが一般的です。 

 



 

立ち上がり（rise time）改善の方法 

直流電源の立ち上がり時間を速くする 1 つの方法は、試験に必要な電圧よりも高い最大電圧出力のプロ

グラム直流電源を選択することです。たとえば、12V/24V の自動車デバイスをテストする場合、通常は

最大出力電圧が 30 V 程度の直流電源を使用します。しかし、速い立ち上がり時間が必要な場合、例えば

最大出力電圧が 60V のモデルを選定し、電圧リミットを 30V などに設定して使用することをおすすめし

ます。プログラマブル直流電源の出力キャパシタは電圧が高いモデルほど小さく、同じ機種であれば 30V

モデルも 60V モデルも立ち上がり時間がほぼ同じになるように設計されています。そのため、30V まで

の上昇時間は 30V モデルより 60V モデルの方が速くなります。ただし、あまり高電圧のモデルを選定す

ると、出力キャパシタが小さすぎるため DUT によっては発振の原因になるので注意が必要です。 

 

なお、電源メーカーによっては立ち上がりを速くするために、出力キャパシタを小さくするハイスピード

オプションを用意しているメーカーもあります。ただし、出力キャパシタを小さくすると安定度が低くな

るので十分に注意が必要です。 

 

立ち下がり（fall time）改善の方法 

直流電源の立ち下がり時間を速くする 1 つの方法は、DUT と並列に「プリロード」を接続します。立ち

下がり時間を十分速くするためには、プログラマブル直流電源の定格電流の 65％以上消費できるように

プリロードのサイズを決定します。この方法は、より大容量の電源装置が必要になるという欠点はありま

すが、立ち下がり時間を改善することができます。 

 

もう 1 つの方法は、プログラマブル直流電源を選定する際に双方向直流電源を選択することです。双方

向直流電源は直流電源＋直流電子負荷の機能を持っています。そのため、出力キャパシタに蓄積されたエ

ネルギーを電源装置自身で吸い込むことができ、その結果立ち下がり時間が速くなります。 

 

 

【お問合せ先】 

株式会社東陽テクニカ 理化学計測部 電源担当 psst@toyo.co.jp 

〒103-8284 東京都中央区八重洲 1-1-6      TEL：03-3279-0771 

〒465-0095 愛知県名古屋市中区栄二丁目 3 番 1 号 (名古屋広小路ビルヂング) TEL：052-253-6271 

〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 1-6-1（新大阪ブリックビル）    TEL：06-6399-9771 

 

 

【参考資料】 

・AMETEK Programmable Power 社のブログ 

 「Tips to improve DC supply slew rate」 

https://blog.powerandtest.com/blog/tips-to-improve-dc-supply-slew-rate 

https://www.toyo.co.jp/material/products/list/contents_type=2428
https://blog.powerandtest.com/blog/tips-to-improve-dc-supply-slew-rate

